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【森林の特徴と見所】 

今から 3000 年ほど前に主峰・神山の水蒸気爆発に

よってできた大涌谷、今でも白い噴気を上げ続けて

いる。この火山性ガスと強酸性の土壌の影響で木々

は大木になれず立ち枯れ状態になっている。ここで

はこうした悪条件に強い、アセビ、ノリウツギ、アカ

ガシなどが多い。「神山 40 分」の標識から左へ少し

行くとアカバナヒメイワカガミの大群落があり、5月

の花季には絨毯を敷いたように可憐な花が咲き競う。

その奥には被子植物でありながら仮道管をもつヤマ

グルマの大木がある。 

大涌谷から姥子温泉に至るロープウェイ沿いの自

然探勝歩道周辺には落葉広葉樹林が広がるが、ブナ、

ミズナラ、ヒメシャラに加えて常緑樹のアカガシも

混生する珍しい植生となっている。箱根は夏にさほ

ど暑くなく、冬もあまり寒くないという気候条件が

もたらした結果と言える。またここはフォッサマグ

ナ要素植物と呼ばれるハコネイトスゲ、マメザクラ、

サンショウバラなども見られる。 

 

【コース紹介】 

神山への登山口①から右手に大涌谷を見て立ち枯

れの木々の間を岩がゴロゴロして少し歩きにくい道

をいく。足元にイオウゴケが見られる②。20 分程登

ると展望が開け③、冠ヶ岳の切り立った姿が印象的。

遠くに富士山も望める。神山 40 分の標識④を左に行

く。標識付近からその先にかけてアカバナヒメイワ

カガミ⑤が見られ、さらにその先にヤマグルマの大

木がある。但しこの付近は大岩がゴロゴロした道で

歩きにくいので注意が必要。ここから来た道を引き

返す。 

大涌谷観光センター付近は観光客で混雑している

が、この付近で昼食をとる。 

午後は大涌谷の売店の脇から姥子へ下る大涌谷自

然探勝歩道に入り、明るい落葉広葉樹の森を下る。緩

やかな下り坂で道幅も広くゆっくりと自然観察には

最適な場所である。ブナの小径の標識⑥を右に入る。

ブナ林を楽しみながら進むと元の道に合流し、その

ままよく整備された道を姥子ロープゥエイ駅の駐車

場⑦まで下る。バス停は駐車場の少し手前で横切る

道路沿いにある。 

㊷ 箱根の森 火山の作り出す様々な景観と多様な植生が同時に楽しめる 

【概要】65万年前から活発な火山活動を続ける箱根は日本ジオパークに指定されており、外輪山、

カルデラ、堰止湖、溶岩ドームなど火山の作り出す様々な景観は見応えが有る。植生的にも火山周

辺の厳しい環境に強い植物、フォッサマグナ要素と呼ばれるマメザクラ、ハコネイトスゲなど、ま

たアカバナヒメイワカガミの大群落やブナ・ミズナラ・ヒメシャラとアカガシの混生など興味深い

ものが多い。当地は、平成 27年 5月から火山活動が活発化し、8月現在、立入禁止となっている。 

【一言メモ】 

箱根火山は古い時代に遥か南洋で太平洋プレートが

フィリピン海プレートの下に沈み込んで出来た島々

（現在の丹沢、伊豆半島）がフィリピン海プレート

の北上によって、ユーラシアプレートと北米プレー

トに衝突し日本列島の一部になった、その衝突地点

付近に地点に生まれた火山である。フィリピン海プ

レート（海洋地殻）は沈み込んで南海トラフを形成

しているが、フィリピン海プレート上にあった島々

は大陸地殻で密度が小さく軽いため沈み込めず付加

体のように日本列島の一部になったのである。大陸

地殻同士の衝突はインドとユーラシアプレートの衝

突でヒマラヤ山脈が形成された例がある。 
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イオウゴケ 

アカバナヒメイワカガミ  

姥子へ下る道 

コースで見られる主な植物等 

ノリウツギ、アセビ、アカガシ、マメザクラ、ブ

ナ、ミズナラ、ヒメシャラ、ヤマグルマ、スノ

キ、サラサドウダン、タンナサワフタギ、ヤシャ

ブシ、コシアブラ、ヤマボウシ、アカバナヒメイ

ワカガミ、イワガラミ、イオウゴケ、ハコネイト

スゲ、サンショウバラ、ギンリョウソウほか 

野外講座企画のための情報 

FS 指数：2B 水平距離：3.2km 登高 195m 

トイレ：大涌谷駐車場、姥子（要確認） 

昼食場所候補：大涌谷周辺  

安全確保上の留意点：大涌谷のガス噴気が激しい

と神山登山道へは入れない 

近隣の見所：芦ノ湖周辺、恩賜箱根公園 

大涌谷からの富士山 

ヒメシャラ 


